
２０２１年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：アジア太平洋研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2021 年   7 月  会議名：アジア太平洋研究科運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない 年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☐複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☐知識、スキル、態度をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなど、わかりやすく記述している 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない  2022 年 1 月 明示予定 

◆明示している学修成果 

アジア太平洋研究科修士課程では、広い視野に立って豊富な学識を有し、国際関係学分野における高度な専門性を要する職業等に必要な課題解決能力を身につけた学生

に「修士（国際関係学）」の学位を授与する。このことを踏まえ、アジア太平洋研究科では、修士課程修了時に身につけておくべき能力を以下のように定める。 

 

学修成果１ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会を俯瞰的に理解し、地域研究、国際関係、国際協力・政策研究の分野に関する課題解決を行うために必要な専門

的知識を習得している。 

学修成果２ アジア太平洋地域を中心とした地域研究、国際関係、国際協力・政策研究の分野に関する課題解決を行うための基となる分析能力を身につけている。 

学修成果３ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会の歴史的背景と政治・経済・社会・文化等の多様性を理解・受容し、自律と寛容の精神をもって多様な人々と協

働することのできる国際的コミュニケーション能力を身につけている。 

 



学修成果４ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会の平和と持続的な発展・地球規模課題の解決に向け、貢献しようという姿勢を身につけている。 

 

アジア太平洋研究科の博士後期課程を修了した者には、アジア太平洋地域を中心とした地域研究、国際関係、国際協力・政策研究の分野について研究者として自立して

研究活動を行うために必要な高度の研究能力を身につけた学生に「博士（学術）」の学位を授与する。上記を踏まえ、アジア太平洋研究科では、博士課程修了時に身につ

けておくべき能力を以下のように定める。 

 

学修成果１ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会を俯瞰的に理解し、地域研究、国際関係、国際協力・政策研究の分野に関して、自立して研究活動を行うために

必要な高度な専門的知識を習得している。 

学修成果２ アジア太平洋地域を中心とした地域研究、国際関係、国際協力・政策研究の分野に関して、自立して研究活動を行うための基となる、国際水準の理論的・実

証的研究能力を身につけている。 

学修成果３ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会の歴史的背景と政治・経済・社会・文化等の多様性を理解・受容し、国際社会の様々な人々・組織と協力・協働

して研究を行い、研究成果を国際社会に有効にフィードバックできるような国際的コミュニケーション能力を身につけている。 

学修成果４ アジア太平洋地域及びグローバルな国際社会を俯瞰的に理解し、その平和と持続的な発展・地球規模課題の解決に向け、研究活動を通じて貢献しようという

姿勢を身につけている。 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2020 年度４月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

カリキュラムポリシー 

 

2021 年 7 月 

2021 年 9 月（修正） 

2021 年 10 月（再修正） 

2021 年 12 月（再々修正） 

確認事項 3-6 へ記載いたしました。 ・認証評価により指摘を受け、2021 年

7 月 12 日アジア太平洋研究科運営員会

にて変更 

・教務部の指摘を受け、2021 年 9 月 6

日のアジア太平洋研究科運営委員会に

て変更。 

・大総研の指摘を受け、2021 年 10 月

11 日のアジア太平洋研究科運営員会に

て変更。 



・教育企画課、大総研との懇談会でのコ

メントを受け、2021 年 12 月 13 日のア

ジア太平洋研究科運営委員会にて変更。 

 

 

   

 

※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

確認事項 3-6   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑥  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針に、教育課程の編成に関する基本的な考え方を示 

                                      していないため、適切な方針を定めるよう是正されたい。 

該当箇所： 日本語教育研究科博士後期課程、アジア太平洋研究科博士後期課程 

（１）指摘事項への対応を行った 
☒対応した 

 2021 年 12 月  会議名：アジア太平洋研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 1 月 

（３）変更後の内容 

大学院アジア太平洋研究科国際関係学専攻修士課程・博士後期課程では、「地域研究」「国際関係」「国際協力・政策研究」の 3 つの領域を設け、学生は一つの領域に中

心を置きながら、他の領域の科目も履修することにより、躍動するアジア太平洋地域を多様な角度から観察・分析することのできる専門性を体系的に習得できるよう、カ

リキュラムが構成されています。また、発足当初から日本語と英語の 2 言語教育制度を導入しています。本研究科は国内外の関連機関との広範なネットワークを有するこ

とから、日本におけるアジア太平洋研究・教育の拠点となっており、学生・教員に加え、学外のパートナーとも教育・研究において連携するトライアングル・メソッドを

実践しています。 

 

修士課程は、授業科目とプロジェクト研究によってカリキュラムが構成されています。専門知識・分析手法を習得するために、主に 1 年次に、共通基礎科目・専門基礎

科目・発展科目・自由科目といった授業科目を、修了に必要な 22 単位（11 科目相当）以上履修します。さらに、習得した分析手法を応用し課題解決能力を高め、併せて

国際的に多様な背景を持った教員・学生が協働することによって学生の国際的コミュニケーション能力を高め、専任教員の指導や学外パートナーとの連携により国際課題

解決に対する貢献姿勢を育むため、各指導教員が修士論文や研究全般についての指導を行う演習・プロジェクト研究が必修となっています。これを 1 年次・2 年次を通じ

て履修し、修士論文を執筆・提出し、審査を受け、合格することで、修了に必要な 8 単位を取得します。 

 



博士後期課程では、高度な専門知識と国際水準の理論的・実証的能力を身につけ、自立して研究活動を行えるようになるために、1 年次から演習形式で各指導教員が博

士学位論文の執筆を指導するプロジェクト研究が必修となっています。博士後期課程のプロジェクト研究でも、国際的に多様な背景を持った学生との協働や外国研究者と

の交流・国際学会への参加や発表を通じて、研究成果を国際社会に有効にフィードバックできるような国際的コミュニケーション能力を高め、専任教員の指導や学外パー

トナーとの連携により、研究を通じた国際課題解決に対する貢献姿勢を育むことが想定されています。また、研究倫理に関する科目（2 単位）を履修することが必修とな

っています。博士後期課程では、1 学期在学の後、主・副研究指導教員による論文指導委員会を設立し、さらに 1 学期後、研究計画書を提出します。その後、中間発表会

での発表・審査を経て、博士学位論文の完成を目指します。論文提出にあたっては、博士査読誌に自著論文が 1 本以上掲載されていることを要件とします。博士学位論文

は外部の審査員を含めた委員会体制によって審査されます。 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

 


